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　レッスンに先立ってまず始めに何版で弾くのかを聞か

れました。ショット版でやっていたのでそのことを伝え

ると、ベーレンライター版のスコアを基に練習するよう

にとの事でした。理由は、数箇所において装飾音やボー

イングがオリジナルと異なる形に変えられていて本来演

奏するべきようにはなっていない場合があるからという

ことです。

　そして練習するに当たっては、ソロの部分だけではな

くオーケストラの�����の所も合わせて弾く、という形で

練習を進めていくことが必要であると言われました。

　２９小節目、最初のソロのテーマに入る時に少しテンポ

が後ろに引いているように聴こえるが、確かに歌うよう

な感じではあるものの、それまで前奏が弾いてきたその

ままのテンポで必ず始めるようにと言われました。（前奏

も重くならずに歩き進んでいくように）そして最初の�

の装飾音はごく短く弾くようにと。

　３０小節目の４拍目表まではレガートに弾くように、特

に２拍目の６連譜がスタッカートにならないように、

ボーイングは１・２拍目まではスラーで弾くように言わ

れました、そして４拍目裏からは波のうねりのように流

れて進んで行くという感じになるように、３２小節の４拍

目頭で少し静かになってそしてまた流れるように３４小節

まで進んで行く、という風になるようにと。また、３４小

節目２・３拍目は、フラットな感じに聴こえてしまわな

い様に、スラーではなく弓を切ってセパレートに、音に

変化がつくように弾くのが良いのではと言わ

れました。３７小節においても同じことが言え

ると。

　そして３４小節最後でオーケストラに受け渡

す所ではディミヌエンドのようにはならない

ようにとの事でした。

　３７小節目は弓を全部返してボーイングはや

わらかく、そして正確に、少しレッジェーロ

にするようにと。

　４１小節目からの所は、オーケストラは伴奏

だけをしている、という場所なので、ソロと

しては一歩前に出た感じで、一つ一つの音に

より気持を込めて、幅広く、ハーモニー感を

持って演奏すると良いと思うと言われました。

　４６小節目の３・４拍のトリルは十分に速く緻密な（ピ

アノ伴奏で弾くときには特に）トリルにするように。

　５０小節目に入る時にはその前からのオーケストラの流

れをそのままのテンポで入るようにと言われました。そ

して始めの装飾音を入れる時には��の音を綺麗に保ち

つつ、速く細かく入れるようにと、先に進む際にはフレー

ズを意識して、弓を返す時には、なるべくそれが聴いて

いて解らないようにするようにと。また５０小節からの４

小節はなるべく絃を変えないで、Ｇ線で弾く方が綺麗だ

ろうと言われました。

　５４小節目からはそれまでとはまったく違う音色になる

ように。

　５６小節の細かい音ははっきり聴こえなければならない

ので、ここでも弓は切って弾く方が良い。

　７１小節目からの重音は下の音は切れないでずっと鳴っ

ているように、上の音だけでフレーズをつけるように、

そのためにはＤ線からは弓を放さないでずっと弾きなが

ら上の音が変わるときだけＡ線からだけ弓を放すという

風にするのだと。

　１００小節目の３拍目に入るときには、２拍目との間に少

しでも隙間が空かないようにと、３拍目からは特に低い

音がしっかりと出るようにということでした。

　今回はここまでで時間が来てしまいましたが、終始に

渡って非常に細かく、丁寧に見ていただきました。この

レッスンを受けたことによって、ペレーニ氏が普段どの

ように音楽に向かっているのかが垣間見えたような気が

しました。一つの曲を演奏するということが、どれだけ

緻密な作業の上に成り立っているのかという事が良く分

かるレッスンだったと思います。すべてのフィンガリン

グやボーイングはどのように演奏するべきなのかという

ことを元に考えられていて合理的でかつ音楽的だと感じ

ました。このレッスンで言われたこと全てを身に付ける

ためにはまだまだ時間がかかると思いますが、これを生

かして少しでも高いレベルを目指せるようにと思います。
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　まず弾く前にテンポと曲中に多く用いられるテヌー

ト・スタッカートについて指摘された。テンポはショス

タコーヴィチ自身が提示している�＝１１６が良いであろ

う。１楽章はずっと同じテンポで弾かれるべきだ。又、

テヌート・スタッカートについては、短くならず、腕を

使ってその音をちゃんと弾くようなボーイングで。でも

押付けることはせず、弓のバウンドを大切に。

　冒頭のモチーフの最初の３音は、１づのグループとし

て弾くのではなく一つ一つの音をそれぞれ意

図的に出さなければならない。

　２小節目の音は抜かないで保つべきだ。そ

して、次の音にいくときは弓の返しをすばや

くする。

　３６小節目は弓をたくさん使って腕のスウィ

ングをなくしてはいけない。����������で弾く

べきだ。

　３８小節目のシンコペーションの形はべった

り弾かないで。

　５９小節目の形はスタッカートはついてない

のでべったり弾く。音を引っ張りだすような

弾き方で。

　８６小節目からのテーマは一音一音にアクセ

ントを付して弾かずに、横に引きのばす感じで。全弓で。

アクセントを付けるのは伴奏のほうである。

　８９小節の３拍目からの���������は３つで一セットで考

え���にアクセントを付けてはいけない。

　１２５小節からはピアノの伴奏ではあるが決してピアノ

に隠れてはいけない。アーティキュレーションに沿って

ニュアンスをつける。

　１４１小節目の�はできるだけ弓を使って����にそって弓

の量を減らしていく。

　１４２小節からの�はしすぎないように、そして弓が少な

くなりすぎないように。

　１５８小節目からのメロディーはアーティキュレーショ

ンをもっとつける。この辺りによく出る□□□□はなる

べく長く。

　１７８小節からのパッセージは常に緊張感がなげればな

らない。８分音符がただならんでいるのではなく、いろ

んなニュアンスをつけるべきだ。

　１９５小節～２０２小節は一直線でいく。

　２０３小節目の□□□□は弓を大きく、円を描くように使

う。

　２０５小節目の単音はテヌートでべったり弾く。

　２５９小節目の３拍目の�は上に放り投げるように。

　２６０小節目のバスの��������が聴こえるように。

　２７４小節目は弓をたくさん使う。

　３２６～３２７小節の２分音符は１つ１つはっきりと。

　３３４小節目の�から��にいくところは、叫びあげる感じ

で。

［感想］

　弓によるキャラクターやニュアンスの付け方が不充分

であることを再認識させられた。音１つ１つに“意味”

を吹き込むことが音楽作りにおいてとても大切だという

ことに気付かされた。

　これからは、ただ音を弾くのではなく、意味のある音

作りを心掛けていきたいと思います。

　まず版の選定について御意見がありました。私はペー

タース版を持っていきましたが、ベートーベンについて

はヘンレー版が良いとの事でした。私が今回弾かせて頂

�

���������	
���


����������	
��


����

���������	
���


��������	

�����



いた範囲での版による大きな違いは以下の通りです。��

小節（以下小節の語略）や��，���のラレンタンドの表

示、��と���の音の違いです。いずれの場合も先生はヘ

ンレー版の方を支持されておりました。

　今回のレッスンで何よりも強く印象に残ったのは、先

生の美しい音の色合い（トーン）とシンプルで確固とし

たフレージングでありました。もとよりそのことを紙面

において表現するのは不可能でありますが、フレージン

グにつきましては次の事を念頭に置いて頂ければ、多少

なりともイメージして頂く助けになると思います。ヘン

レー版のピアノ譜を参照して下さい。そしてそこに書か

れたチェロパートのスラーが基本的にボーイングになり

ます。私は今回呈示部と展開部のレッスンを受けました

が、その範囲では例外はとほとんどありませんでした。

（���と���は一小節ずつ弓をかえされていました─し

かし、もちろん一つのフレーズのように弾かれていまし

た）。

　ともあれ、先生が弾いて下さると、自分がいかに不必

要な事をやってしまっているか、意図せず音楽が複雑に

なり、本来の表現すべき事柄を手離してしまっているか

を痛感させられました。先生が手本を示して下さると、

自分がぎこちなくいびつに積み上げた物が、きれいに洗

われ、形を整えられ、あるべき美しいすがたになって立

ち現れるかのようでした。

　そして、この様な事を成し遂げるには、こうあるべき

という確信に到らなければ不可能であり、楽器を弾く以
� � �

前
�

に、いかに多くの推考が重ねられたのかと、背筋のの

びる思いでした。

　以上の私の感想を参考にして戴き、以下の具体的なア

ドバイスを調べて頂ければ、レッスンの骨子のより深い

理解につながるのではないかと思います。

　�は�（アップボー）ではじめ、�～�□（ダウンボー）

一弓で。指使いは、�まで以下の通り。｜�１２｜�４１

｜�４３２３１｜�２１３｜�４１９１｜�２　�について

は４１１２でも良い。�の４３に注意。

　�でグリッサンドを入れないように。Ｃ線

から２２とやっても良い。

　�～�に重くならない。そのままオープンに

音楽を進める。

　��の入り、少しピアノを待つ。（呼吸を合

わせる。）

　��、アドリブの十六分音符は弓を切って弾

いて良い。動きを表現する。

　��、前の音から一呼吸開けずに
� � � �

、突然はじ

める。�の音はＣ線で。

　��～��の間、スラーの最後の四分音符、三

連符の後の四分音符、短くなり過ぎない－と

いうより響を失わないで。

　��、�と表記してあるが、しっかりと。ピアノを引き

ついで。

　��からの第二主題の所は、ピアノとチェロが、伴奏と

ソロのようにならずに、お互よく聴きあい、表現し合う

ように。

　��、最後の三つの音（���＃��）はこのフレーズのエッ

センス。

　��～��のテーマ、途中で音がぬけない。特に �に気を

付ける。

　��～��、ピアノとチェロが、おたがいよくからみ合う

ように。タイミングが遅れたりしない。

　��、ピチカートよく響かせて。弦を横にはじく。

　��、��と音楽の勢いを音の中にキープして。（次の小節

の１拍目まで）

　��、前小節の４拍目だけでなく、この小節の１拍目を、

力強く重みをかけて。

　��、４拍目を力解き放つように。決して弱くならずに、

しかしイン・テンポで。

　��突然強く、そして小節いっぱい音の力を保って。

　��～��、つながるように。

　��、さらに力強く。

　��～��は、ボーイングを変えても、８つの音が、一つ

のフレーズになるように。

　��、Ｇ線上で。指使いは１２。

　���、１拍目、決然と音を切る。が、響かせて。

　���、アウフタクト含めて、�ではない。強い表現で。

　���から���のまま、���～���はデクレッシェンドをし

ない。

　���からの一連の十六分音符、元の方しっかり重みを

かけて弾く、弓はたくさん使いすぎない。右手首をやや

曲げて弾いてみる。

　���、音を小さくしない。���までもっていく。

　���～���、ピアノもチェロもテンポが後ろ向きにな

らない様、気を付ける。

　���、あまり小さくならないで。

　���に重きを置かない。むしろ前の音からディミネン

�



ドをする感じで。

　���からの一連の二分音符、ビブラートはひかえめに

（せまくてゆっくりのビブラート）。

　最後に先生に質問をさせて頂きました。

　先生のボーインクは私から見ればマジックの様なもの

だが、何か特別な訓練や、ある有効な日課や練習法があ

るのかと言う質問でした。もとよりこの様な質問に、簡

単な答えがあるとは思いませんでしたが……。

　先生は笑って、「奴隷の様に努力をしてきました。この

仕事は大変です。」という。先生の音楽の様にシンプルで

明解なお答を下さいました。
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　かねてからお知らせしています「インターナショナル・チェロ・コングレス・イン神戸」（����年）の

ロゴマークが決定しました。

　����国際チェロアンサンブル協会�の関係者でボランティアでご応募いただいたデザイナーの作品で

す。今後、本イベントのＰＲや各種印刷物、イベント会期中の表示・サイン等に使用してイベントを盛り

上げて参ります。

【インターナショナル・チェロ・コングレス・イン神戸】開催概要

〔名義〕１．名称　インターナショナル・チェロ・コングレス・イン神戸

　　　　　　　　　　　　　～１�０００人のチェロコンサート～

　　　　２．場所　神戸ポートピアホテル、ワールド記念ホール、神戸国際会議場

　　　　３．日程　２００５年５月１６日（月）～２２日（日）

　　　　４．主催　���国際チェロアンサンブル協会

　　　　５．共催　日本チェロ協会（���）、（社）才能教育研究会

〔内容〕１．１，０００人のチェロコンサート

　　　　２．マスタークラス

　　　　３．リサイタル／コンサート

　　　　４．レクチャー

　　　　５．ワークショップ

　　　　６．楽器の展示・販売

　　　　７．シンポジウム

　　　　　　★マスタークラス、リサイタル／コンサート、

　　　　　　　レクチャー等へは、世界各国の著名アーティ

　　　　　　　ストに参加要請をする予定です。

　　　　　　　（既に参加が内定しているアーティストあり）
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桜の開花ニュースが続々と聞かれる季節となり、チェロ協会
もまた新年度を迎えます。チェロ協会の春は、パリからのお
客様フィリップ・ミューレル先生のマスタークラスから始ま
ります。この『会報』がお手元に届く頃にはもう直前と迫っ
ているハズですが、まだ聴講された事のない方もいちど是非
足を運んでみられませんか。皆さまのお越しをお待ちしてお
ります。（田中）

�

���������	�������������
�����������	

�����������

����������������������	
	��

��������������������������	�
�
	����

�������

��������������

�������������

������


